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●長浜市元浜町13-６ ●TEL：0749-62-4050
●営業時間：平日・日曜・祝日　 ランチ11：30～L.O.14：00、ディナー17：30～L.O.21：00
　          金曜・土曜・祝前日 ランチ11：30～L.O.14：00、ディナー17：30～L.O.22：00
●定休日：不定休
http://www.trattoria-giglio.com

草　津

7/1
（日）

彦　根

安　土

7/20
（金）

開催中

6/22
（金）

7/1
（日）

●場所：彦根城博物館（彦根市金亀町1-1） ●時間：8：30～17：30（入館受付）
●料金：一般500円 小中生250円
●お問い合わせ：彦根城博物館 / 0749-22-6100

●場所：しが県民芸術創造館 展示ホール（草津市野路町1681 / 077-564-5815）
●時間：10：00～18：00 ●休館日：６/25 ●料金：無料
●お問い合わせ：（財）滋賀県文化振興事業団 / 077-522-6268

●場所：文芸セミナリヨ（蒲生郡安土町桑実寺777）
●開演：15：00（開場：14：30）●料金：一般1,000円 学生800円（全席自由）
●お問い合わせ：あづち文芸セミナリヨ / 0748-46-6507

7/1
（日）

大　津

●場所：びわ湖ホール 中ホール（大津市打出浜15-1）●開演：14：00（開場：13：30）
●料金：Ｓ席4,500円 Ａ席3,500円 青少年（25歳未満）2,000円（全席指定）
●備考：６歳未満の入場不可
●お問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター / 077-523-7136

6/30
（土）

長　浜

●場所：浅井文化ホール（長浜市内保町2500）
●開演：①13：00（開場：12：30） ②15：30（開場：15：00）
●料金：前売り 一般2,000円 中学生以下1,000円（全席指定） 
       当　日 500円増し（全席指定）
●お問い合わせ：浅井文化ホール / 0749-74-4000

6/23
（土）

草　津

●場所：琵琶湖博物館 実習室２（草津市下物町1091） ●時間：13：30～15：00（当日受付：13：00～）
●料金：無料（常設観覧料が必要 大人600円 高大生400円 小中生250円）
●定員：30人（小学４年生以下は保護者同伴）
●お問い合わせ：琵琶湖博物館 / 077-568-4811

●休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始 ●近江八幡市永原町上16●TEL：0748-36-5018
●開館時間：10：00～17：00 http://no-ma.jp
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やま  の  うちひろし
やまぎし ひさよし

oyaqe]TeSoyaqe]TeSoyaqe]TeS

長浜市黒壁スクエアにある「ｔｒａｔｔｏｒｉａ

ｇｉｇｌｉｏ」は、オーナーシェフの山岸久能さ

んが作る粋なイタリアンが人気の店。

今回ご紹介するのは、

【Ａランチ】（1,200円）
・前菜２種盛り
・パスタｏｒピザ（日による）

・パン ・ドリンク

本日の前菜は「自家製お肉のテリーヌ」と

「ムール貝のピリ辛ソース」。枝豆の歯応え、

そして玉ねぎ・ピーマン・トマトのピリ辛ソー

スがムール貝の持

ち味を引き立てる。

パスタは「木の子

とベーコンのオイ

ルスパゲティ」を

チョイス。シメジ・

エリンギ・エノキに厚切りベーコンと具だ

くさん。パスタに絡んで実においしい。

プラス300円で味わえるケーキは奥様の手

作り。デザートもランチの内容も不定期に

変更されるので、訪れるたびに違った味に

出合える。

店内にはアルコール類も充実。ディナー

では、山岸さんが腕をふるったおいし

い一品と好みのお酒で大人時間を楽し

みたい。（取材・高原）

今月30日、甲賀市の忍の里プララで「六ヶ

所村ラプソディー」が上映される。この映

画は青森県六ヶ所村にある使用済核燃

料再処理工場を巡る長編ドキュメンタ

リー。来年、本格稼働が予定されている

再処理工場が、今後私たちの生活にど

のような影響をもたらすのかをニュート

ラルな視点から語りか

ける。去年３月から既に

全国180カ所以上で上映

された話題作である。

甲賀市での上映が実現

したのは、自然育児サークル「なちゅら

る・まま」の村木奈々子さん（37歳）の熱

心な呼び掛けによる。

再処理工場から排出される放射能は、

風に乗って周辺地域にも降り注ぐ。汚染

された野菜や魚貝類を

食べることで知らない

うちに「内部被爆」を引

き起こす危険性がある

と知った村木さんは、ど

うしたら健やかに子供

を生み、育てられ

るのか分からなく

なったという。

「子供は大人の10

倍、胎児は100倍の

影響を受けると言

われています。子

育てや食に携わる

すべての人に見てほしい」と村木さん。

当日は有機野菜や天然酵母のパンなどの

販売、リサイクルマーケットなども開かれ、

県内最大規模の上映になる。

使用済核燃料や電力そのものについて考

える機会にしたい。            （取材・高井）

※

放射能を含んだ食べ物を摂取すること。
放射能を外から浴びるのではなく直接体
内に取り込まれることから、人体に与え
る影響が懸念されている。

※内部被爆…

村木奈々子さん村木奈々子さん村木奈々子さん

散歩やジョギングの人が行き交う

「芹川けやき道」。市民の憩いの場

として人気のスポットである。芹川

は彦根城築城の折、城の南側を守

るために現在の位置に付け替えら

れた。農民や町人が総出で堤防を

築き、両岸にケヤキやエノキなどを

植樹して補強したという。おかげで

400年間一度も決壊したことがない

そうだ。「芹川堤けやき道」は彦根八

景にも選ばれ、樹齢400年の巨木

が遊歩道を静かに見守っている。

ジ リ オ

場　所：忍の里プララ

　　　 （甲賀市甲南町竜
法師600 / TEL：0748-86-

1046）

時　間：１回目 10：00上映（
開場：9：30） ２回目 14：00

上映（開場：13：30）

上　映 前売り 
大人900円 中高生500円

 小学生以下無料

協力金 当　日 大人999円 
中高生500円 小学生以

下無料

定　員：各回300人 

親子席・託児あり 事前に
予約してください

　

６月29日（金）まで

玉崎ようこ / TEL･FAX：0748-82-291
5

　　　　　（平日 9：00～
18：00）

村田よしこ / TEL：090-5259-5712

　　　　　 平日18：00～
20：00

　　　　　 土日 9：00～
18：00

高橋りえこ / trym-91119＠leto.eonet.
ne.jp

主催 自然育児サークル
 なちゅらる・まま

後援 甲賀市教育委員会
 社団法人甲賀・湖南人権

センターあすぱる甲賀

映画公式サイト http:
//www.rokkash

o-rhapsody.com

（ ）

：

時間の人大 時間の人大 時間の人大
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眞野丘秋写真展「結願」
辻野達也写真展「アジアのきらめき」
●時間：10：00～17：00 
       ※最終日は15：00まで 
●料金：無料

「カワイイ」から広がる、自分だけの「いとしのかたち」の展覧会。
【作家】高橋ヒサ子、森貴義、藤野友衣
      戸次公明、大西重成、横山篤志
●時間：10：00～17：00
●料金：一般300円 高大生250円 中学生以下無料

スタッフの加野文子さんスタッフの加野文子さん（左）、山之内洋さん（左）、山之内洋さんスタッフの加野文子さん（左）、山之内洋さん

「なちゅらる・まま」「なちゅらる・まま」
のみなさんのみなさん

「なちゅらる・まま」
のみなさん

横山篤志さ志さんの作品横山篤志さんの作品

6/246/24
（日）（日）

開催中開催中

7/77/7
（土）（土）

6/306/30
（土）（土）

6/24
（日）

開催中

7/7
（土）

6/30
（土） けちがん

近江八幡市にある「ボーダレス・アート・ミュージアム

ＮＯ-ＭＡ」。３年前に公的資産で作られた福祉事業団が

運営するギャラリーとして知られ、障害者と健常者とい

う枠組みを超えた展示で注目を集

めている。今年１月には「博物館に

相当する施設」に指定され、名称

を「ボーダレス・アート・ギャラリー」

から「ボーダレス・アート・ミュージ

アム」に変更。福祉と文化の両方の

行政から支援を受けることにより、

より幅広い情報発信がで

きるようになった。

博物館と聞くと身構えそ

うだが、ここは違う。

「作者のエネルギーを感じ

る作品には生活の息遣い

が残る町屋が似合う」との考えから、当時空き家になっていた

築80年の野間邸を改装。円卓を囲んでお茶がいただけるよう

な落ち着いた空間に仕上がっている。もちろん展示方法も町

屋の雰囲気に合わせた構成で、遊び心が楽しめる。

「開館以来、多くの方にお越しいただきました。感受性豊かな

子供たちにも訪れてもらい、作品から何かを感じ取ってほしい。

誰でも気軽に立ち寄れる場所にしていきたいです」とスタッフ

の山之内洋さん。

夏休みには子供を対象としたワークショップやコンサートも

企画されている。                                 （取材・福本）

大西重成さん考案大西重成さん考案
ピーナッツマンピーナッツマン
大西重成さん考案
ピーナッツマン
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